






















術派』などで活躍し、大戦末期に夭折した小説家であるが、今日では知る人も少ない。のち陸軍中将となっ 父が大津市に住した折に生まれ、京都市伏見区でも暮らした。作風は青年の恋愛心理を探究したもので、二つの代表作「もつ 光を」 「男性解放」は当局から発禁処分を受けた。
井上について筆者は嘱託研究員として二〇〇五年九月二三日




































































































































































































































































































































































   
頁未詳 　
未見＊
・ 「編輯記」 『新公報』一巻一号、昭一三・五・一 　
二二四頁
・ 「編輯記」 『新公報』一巻二号、昭一三・六 　
二五 頁

















・短編「兎と亀」 『早稲田文学』九巻二号、昭一七 ・ 　
七二～九〇頁























































〈再掲作〉・ 「華燭」 『現代文学代表作全集第四巻 万里閣、昭二四・一・
二五 　
二九七～三二六頁
・ 「もっと光を」 『続発禁作品集』北辰堂、昭三二・七・一五 　
五～六一頁








○昭和一六・三・二〇付より自分の二十代を振り返つて、女に煩はされたその十年にぞつとしてゐます。私は女から男を解放しなければならないといふ一寸した気持から、 達の二十代 懺悔する「男性解放」といふ長篇を書き始めてゐます。又この頃泌々感ず のは、私達青年の敵は年老け 男達であるといふ とです、この問題 どうし




同人雑誌は統合により八つになりました。私は文芸主潮といふのにはいつて居ります。○昭和一七・四・一九付より「八つの作品」を読んで下さつた由、あれは私自身でも、もうちよつと書けないかも知れません、検閲的にも、情熱的にも、至つて下手な小説、小説らしくない小説ですが、多人の人々が面白いと云つて呉れました。しかし、時代は私などの時代ではありません。あなたには想像もつかないやうな世相を呈 て居ります。私たち仲間はそのなかで頑張らうとは言つて居りますが、ことに私などはこの世に容れられさうもありません、八人の叢書が最新刊の私の「男性解放」は不完全ながらもいくら 認められたのですが、発禁になりました。こういうわけで私の前途はまことに暗澹としてゐ す。私が永い間身につけて来たも は役になつて居ないのです。淋 い気がします。しかしどこかに血路をみつけ 書いてゆきます。昨年は、三百枚の長篇と百三十枚の中篇と、五十枚の短篇二つを書きました。今年も短 集（青年芸術派 ）を近く出しますし、長篇もやることになつて居ります、皆よくやります、怠けものの私も大いに鞭うたれて居ります。○昭和一七・一〇・二八付より

























































































年芸術派』 『新文学』をめぐって―」 『文学』四〇号、昭四七・七・一〇 　
九〇～一〇一頁〈再録「野口冨士男・椎名麟

















































信三郎氏、 （財）偕行社の戸塚新氏、塚田勝郎氏、越谷市立図書館（野口冨士男文庫）の小勝智子氏、三重県立図書館地域資料コーナーの鈴木昌司氏、京丹後市立郷土資料館の吉岡英一 そして井上立士の弟妹である井上正士氏、三以子氏、さらに本家の井上直己氏、井上正太朗氏からのご協力をたまわった（所属は調査当時のもの） 。各氏には深く御礼を申し上げる。
（トノムラ 　
アキラ 　
嘱託研究員）
